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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月21日(2018.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回転する移動部に取り付けられた第１マグネットの移動によって、前記第１マグネットに
反発力を与える極性の第１パイプ内にある第２マグネットが、第１コイル内を移動して発
電する発電装置に於いて、
前記第１パイプの両端に回転する移動部と前記第１パイプの外側に前記第１コイルを有す
る発電部を、前記第２マグネットの移動方向が、前記移動部の回転軸と平行になるように
固定し、
前記第１マグネットを移動して近づけ、前記第２マグネットを反発させて前記第１コイル
内を移動させ、誘導電流を発生させて発電し、
前記第１マグネットが移動して遠ざかり、続いて、他方の移動部に取り付けた第３マグネ
ットを移動して近づけ、前記第２マグネットに反発力を与え、前記第２マグネットが前記
第１コイル内を移動し、誘導電流を発生させて発電し、電気エネルギーを取得する事を特
徴とした発電装置。
【請求項２】
請求項１記載の発電装置において、前記第１コイルの内部に前記第１パイプを圧入して発
電部を形成し、前記第１コイルから前記第１パイプを抜き取り、前記第１パイプと前記第
１コイルを分離できるようにしたことを特徴とした発電装置。
【請求項３】
回転する移動部に取り付けられた第１マグネットの移動によって、前記第１マグネットに
反発力を与える極性の第２パイプ内にある第２マグネットが、第１コイル内を移動して発
電する発電装置に於いて、
前記第２パイプの両端に回転する移動部と前記第２パイプの外側に前記第１コイルと第２
コイルを有する発電部を、前記第２マグネットの移動方向が、前記移動部の回転軸と平行
になるように固定し、
前記第２マグネットと第４マグネットを、非磁性体の連結板で接続して形成される発電体
を前記第２パイプ内に挿入し、
第１マグネットを移動して近づけ、前記第２マグネットを反発させて、前記第２マグネッ
トが前記第１コイル内を移動し、誘導電流を発生させて発電し、
前記第１マグネットが移動して遠ざかり、続いて、他方の移動部に取り付けた第３マグネ
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ットを移動して近づけ、前記第４マグネットに反発力を与え、前記第４マグネットが前記
第２コイル内を移動し、誘導電流を発生させて発電し、電気エネルギーを取得する事を特
徴とした発電装置。
【請求項４】
請求項３記載の発電装置において、前記第４マグネットと前記第２マグネット間の距離を
、前記連結板の長さにより変化させたことを特徴とした発電装置。
【請求項５】
請求項３記載の発電装置において、前記発電部を回転軸の車軸から同じ距離で、角度が違
う位置に複数個、第１固定台に取り付け、
前記各発電部の第２マグネットに反発力を与える前記第１マグネットを、車軸から同じ距
離に複数個、回転する第１回転体に取り付け、
同様に、前記各発電部の第４マグネットに反発力を与え、他方の前記移動部に取り付けた
第３マグネットを、車軸から同じ距離に複数個、回転する第２回転体に取り付け、
前記発電体の移動方向が、各回転体の回転軸と平行になるように各発電部を前記第１固定
台に固定し、
前記第１マグネットを移動して近づけ、前記第２マグネットを反発させて、前記第２マグ
ネットが前記第１コイル内を移動し、誘導電流を発生させて発電し、
前記第１マグネットが移動して遠ざかり、続いて、第３マグネットを移動して近づけ、前
記第４マグネットに反発力を与え、前記第４マグネットが前記第２コイル内を移動し、誘
導電流を発生させて発電する事を特徴とした発電装置。
【請求項６】
請求項５記載の発電装置において、前記第１固定台に切り込みを入れて、前記車軸より前
記第１固定台が取り外しできるようにした事を特徴とした発電装置。
【請求項７】
回転する移動部に取り付けられた第１マグネットの移動によって、前記第１マグネットよ
り吸引力を得る極性の第６マグネットが、第４コイル内を移動して発電する発電装置にお
いて、
第４固定台に、前記第１マグネットを有し、回転する移動部である第１回転体と、前記第
４コイルを取り付け、
前記第６マグネットと連結板を接続して形成される発電体を前記第４コイル内に挿入し、
前記発電体の第６マグネットに吸引力を与える前記第１マグネットを、前記第１回転体の
回転軸を中心に、円周方向へ配置して回転させ、
前記発電体の回転方向が、前記第１回転体の回転方向と同じ向きになるようにし、
前記第１マグネットの吸引力により、前記発電体を回転させて、前記第４コイルに誘導電
流を発生させて発電し、電気エネルギーを取得する事を特徴とした発電装置。
【請求項８】
請求項７記載の発電装置において、前記第６マグネットを有し、取り外し可能な前記連結
板を組み合わせ、前記発電体を円形に形成できるようにした事を特徴とした発電装置。
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